
別添４ 

厚生労働行政推進調査事業費補助金（障害者対策総合研究事業） 

分 担 研 究 報 告 書 

 
ICF および ISO9999 の動向把握 

 

研究代表者 井上 剛伸 国立障害者リハビリテーションセンター研究所  

福祉機器開発部長     

研究分担者 向野 雅彦 藤田医科大学医学部  

   リハビリテーション医学Ⅰ講座 准教授 

研究協力者 中山 剛  国立障害者リハビリテーションセンター研究所 

                   自立支援ロボット技術等研究室長 

研究協力者 及川惠美子 一般社団法人 日本 ICF 協会 

                   代表理事 

 

研究要旨 本文 

本研究では、リハビリテーション関連職等が支援機器の適切な選定・導入運用時に用いるガ

イドラインの開発において用いられる国際分類（ICF および ISO9999）の最新の動向および、

その他の国際動向を把握することを目的とする。 
国際生活機能分類（ICF）はこれまでにも定期的にアップデートが行われてきたが、小児用

の ICF である ICF-CY を統合することを含め大幅に更新された ICF2020 が議論を終え、公表

を待っている段階である。また、WHO の国際分類に共通した新しいオンラインプラットフォ

ームが準備され、改正提案がよりオープンに受けつけられるようになる予定である。一方、さ

らなる普及推進に向けた取り組みも進められており、Use case に基づく普及の方向性の検討が

行われ、新しい疾患分類（ICD-11）には ICF の概念に基づいて作成された生活機能評価のた

めの補助セクション（V 章）が取り込まれ、普及がさらに推進されている状況にある。 
 ISO9999 について情報収集した結果、その改訂作業は、現在最終段階に入っており、新し

い規格が近く発行される見込となっていた。今回の改訂は、比較的大規模であり、本研究で作

成している支援機器 ICF 対応表への採用には、時間をかけた国際的な採用の動向を注視してい

く必要があることも示された。 
その他の国際動向としては、WHO と UNICEF が共同で支援機器のグローバルレポートの

発行を準備していることと、国際的な支援機器の連盟である GAATO が援機器の利用効果に

関する世界的な取り組みを行っていることも示された。 
以上より、支援機器の適切な利用に向けて重要な情報を把握することができ、今後ガイド

ラインへの取り込みについても検討していく予定である。 

 

A．研究目的 

支援機器の選定・導入運用では、リハビリテーシ

ョン関連職等（以下、リハ専門職）が使用できる標

準的なガイドライン等はなく、個人の知識や技術レ

ベルに委ねられているのが現状である。支援機器の

選定には、使用環境や障害の状況およびその変化へ

の対応が必要となることから、多様な要件が必要と

なる。近年、種々の支援機器が開発・普及しており、

統一的な概念に基づいた支援機器の情報と、それら

を活用して適切な選定・導入運用を行うための標準

的なガイドラインの作成が急務である。 

井上らは支援機器の選択・導入運用に着目し、そ

れらを適切に行うためのガイドラインの作成に向け、

国際的な共通言語である ICF（国際生活機能分類）

と ISO9999（福祉用具の分類と用語の国際規格）を

用いて、支援機器のデータと利用者の特徴、利用場

面を結びつける支援機器 ICF対応表を作成するとと

もに、関連する情報を収集してきた（厚生労働行政
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推進調査事業費 19GC2002 R1～R2）。R3 年度か

らは、R2 年度までに作成した支援機器 ICF 対応表

を活用し、リハ専門職が、適切な支援機器の選定・

導入運用を実施するために役立つガイドラインの開

発を目指している。 

それにあたり、国際的な分類に基づいた整理を行

っていくことは一貫性、汎用性を保つ観点から重要

である。そのため、本分担研究では継続的に更新さ

れている機器や機能の分類と国際生活機能分類（ICF）

および ISO9999 の動向の把握を目的とした。 

ICF は、2001 年に公表され、20 年以上が経過し、

定期的なアップデートが行われるとともに臨床現場

への普及が推進されている。ISO9999 も 1992 年に

初版が発行されて以来、継続的に改訂が進められて

いる。 本研究では、現在の ICF および ISO9999 の

更新と普及に向けた取り組み状況について情報収集

を行った。 

 

B．研究方法 

1. ICF の動向把握 

ICF の最新の動向の把握について、研究代表者、

分担者および協力者が WHO 国際統計分類協力セン

ターネットワーク（WHO-FIC）内の生活機能分類グ

ループ（FDRG）および ICF 分類・統計諮問委員会

（CSAC-ICF）の中間・年次会議および定期ミーテ

ィングに出席し、最新の改訂、普及推進に関わる

WHO および協力センターの動向の把握を行った。 

2. ISO9999 の動向把握 

 ISO9999 は国際標準化機構（ISO）の福祉用具技

術委員会（TC173）の第 2 分科会（SC2）において

改訂の議論が進められている。研究代表者および研

究協力者が、関連する会議等に出席し、動向の把握

を行った。 

3. 支援機器に関する国際動向 

 支援機器に関する国際的な動向について、WHO の

動向と GAATO（世界支援機器関連団体連盟：Global 

Alliance on Assistive Technology Organizations）

の動向について、インターネット情報および関連す

る会議への参加を通して、情報収集を行った。 

 

（倫理面への配慮） 

本研究においては、人を対象にした研究等、倫理面
への配慮が必要な取り組みは実施していない。 
  

Ｃ．研究結果 

1.  ICF の動向把握 

ICF はこれまで CSAC-ICF の中間、年次会議等に

おいて、定期的にアップデートの議論が行われてき

た、小児用の ICF である ICF-CY を統合することを

含め大幅に更新された ICF2020 が議論を終え、公表

を待っている段階である。また、WHO の国際分類

に共通した新しいオンラインプラットフォーム（資

料 1）が準備され、WHO の国際分類ファミリーの国

際疾病分類（ICD）や医療行為の国際分類（ICHI）

と同じプラットフォーム上で管理されるようになっ

た。このプラットフォームには誰でもアクセスでき

るようになり、自由に改正の提案を提出することが

できる。 

一方、さらなる普及推進に向けた取り組みも進め

られており、Use case に基づく普及の方向性の検討

が行われている。また、教育ツールとして開発され

た ICF e ラーニングツール（資料 2）の普及が推進

されている。 

また、2018 年に公表された国際疾病分類（ICD-

11）では、主に ICF から抜粋された項目に基づく「生

活機能評価に関する補助セクション」（V 章）が新

たに作成され、疾患分類との組み合わせによる生活

機能評価の推進が企図されている。 

2.  ISO9999 の動向把握 

TC173/SC2 では、現在 2016 年に発行された

ISO9999の改訂作業が進められている。2021年 9月

に改訂の最終原案が ISO に登録され、2022 年 2 月

8 日締切で、投票が実施された。投票の結果、最終原

案は採択された。その後、編集上の修正が行われ、

2022 年 5 月には発行される予定となっている。 

また、支援機器関連サービスに関する新規規格が

アメリカから提案され、TC173 のアドバイザリグル

ープで議論された。会議では、TC173 の適用範囲を

超えた提案であるとの意見が出され、新規提案には

至っていない。 

3. 支援機器に関する国際動向 
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(1) WHO の動向 

WHO では、2013 年に開催された国連障害と開発

に関するハイレベル会議での議論をうけて、2014 年

から、支援機器の世界的な協力関係構築に向けた取

り組み（GATE : Global Cooperation on Assistive 

Technology）が展開されている。これまでに、支援

機器の重点 50 品目の選定、支援機器に関する重点

研究項目の選定、支援機器の普及に関する国力評価

ツールの開発、支援機器の評価ツールの開発などを

行ってきた。その集大成として、現在 WHO と

UNICEF（国連児童基金 United Nations Children's 

Fund）が共同で、支援機器のグローバルレポートの

作成が進行している。2019 年 8 月と 2021 年 10 月

に WHO 主催の会議が開催され、内容の議論が進め

られてきた。現在、発行に向けた最終段階にあり、

2022 年 5 月に発行される予定である。日本からも、

情報支援ロボットを長期間利用している高齢者のケ

ースが提供され、掲載される方向で準備が進められ

ている。  

(2) GAATO の動向 

GAATO は、2020 年 6 月 24 日に設立した支援機

器関連団体の世界規模の連盟である。現在、加盟団

体は 12 団体で、ヨーロッパ、北米、南米、アジア、

オセアニアの団体および国際団体が参加している。

日本からは、日本リハビリテーション工学協会が参

加している。（https://www.gaato.org/） 

GAATO が世界規模の事業として最初に取り組ん

だ課題は、支援機器の利用効果に関するグランドチ

ャレンジ（課題）の抽出である。支援機器の利用効

果に関する議論は、1990 年代に沸き起こり、評価ツ

ールの開発などが盛んに行われた。その後、それら

を活用した利用効果に関する研究や実践が先進諸国

を中心に行われてきた。しかしながら、世界規模で

のデータの蓄積や、データに基づいた普及や政策立

案、機器開発等の流れにはつながっていないのが現

状である。その問題の解決の糸口として、世界規模

での議論をふまえた課題抽出を行った。 

この取り組みは以下のプロセスを踏んで実施され

た。 

1) GAATOの作業グループによる共同コンセンサス

方式を用いたプロトコルの作成 

2) WHO の世界 7 地域区分を基にした、地域会議の

開催チームの結成と地域会議の企画 

3) 2021 年 8 月から 9 月にかけて、7 地域（西太平

洋、中南米、ブラジル、北米、ヨーロッパ、アフ

リカ、中東）での地域会議の開催（日本は西太平

洋地域に属する） 

4) 地域会議は、57 カ国から参加者 307 名、9 言語

で実施 

5) 109 の課題が抽出 

6) 39 の課題に統合 

7) 世界障害サミットでの中間報告、参加者 400 名 

8) 2022 年 3 月から 4 月にかけて、31 名の各地域

からの代表による重点項目選定の 2 段階投票 

9) グランドチャレンジ重点 6 分野を設定 

 

抽出された重点 6 分野は以下の通り。 

1) ニーズの測定 

2) ステークホルダからのインプットの文書化 

3) 短期的な効果(outcomes)の測定 

4) 長期的な効果(impacts)の測定 

5) データの共有 

6) 政策サイドへの情報提供 

 

今後、これらの課題を世界規模で共有するととも

に、コミュニティレベルでの実践から、国レベル、

地域レベル、世界レベルでのアクションにつなげる

取り組みが進められる予定とのことである。 

 

Ｄ．考察 

1.  ICF の動向把握 

ICF は 2001 年に公表されて以降、普及が進めら

れてきたが、同じく WHO の国際分類である ICD が

広く世界中の保健システムに取り入れられている現

況と比較すると、ICF の普及状況はまだ国際分類と

して十分に立場を確立しているとは言えない。それ

に対し、近年その普及推進に向けた様々な取り組み

が行われている状況を確認できた。 
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このような分類を用いて、支援機器の情報と生活

機能の情報を結びつけるマッピングを行い、臨床的

に有用な情報共有の仕組みを作成していくにあたっ

ては、常に更新される分類の定期的なアップデート

への対応方法を確立していくとともに、どのような

目的で ICF が用いられていくのか、その普及の方向

性との整合性をとって進めていくことが肝要である。

現在、ICF による生活機能の記述の普及に向けた具

体的な方策が検討されていることは、生活機能評価

をベースとした情報システム全体の枠組みの中に福

祉機器の情報をどのように組み込んでいくかを検討

する上において重要な情報となる。今後も引き続き

動向の把握に努め、ガイドラインの作成およびその

持続可能なアップデートの仕組みの検討等に活用し

ていくことが求められる。 

2.  ISO9999 の動向把握 

 ISO9999 の改訂作業は、現在最終段階に入ってお

り、新しい規格が発行される見込となっている。今

回の改訂は、比較的大規模であり、本研究で作成し

ている支援機器 ICF 対応表への採用には、時間をか

けた国際的な採用の動向を注視していく必要がある。 

3. 支援機器に関する国際動向 

 WHO と UNICEF が発行する支援機器のグローバ

ルレポートは、この分野では初となる世界規模での

レポートとなる。それによる情報の共有や、それに

基づく国際的な取り組みにより、支援機器分野の研

究開発や実践が加速されることが予想される。また、

GAATO が進める支援機器の利用効果に関する世界

的な取り組みもその動きの加速要因となると共に、

GAATO 自体がそれを担うプラットフォームとなる

ことも考えられる。これらの動向をふまえながら、

国内の支援機器の普及に対する研究や実践に取り組

むことが重要であり、同時に国内の取り組みを世界

に向けて発信することも重要と考えられる。 

 

Ｅ．結論 

本研究では、リハビリテーション関連職等が支援

機器の適切な選定・導入運用時に用いるガイドライ

ンの開発において用いられる国際分類（ICF および

ISO9999）の最新の動向および、その他の国際動向

について、概況を報告した。いずれも、支援機器の

適切な利用に向けて重要な情報であり、ガイドライ

ンへの取り込みについても今後検討していく予定で

ある。 
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Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 

1.  特許取得 

 特になし 

 

2.  実用新案登録 

 特になし 

 

3. その他 

 特になし 

 

 

 

 

 

 

 

資料 1  WHO 国際分類ファミリーのメンテナンスプラットフォーム 
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資料 2   ICF e ラーニングツール 
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